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（履修方法） 

第 16 条 学生は、履修しようとする授業科目を期日まで学長に届けなくてはならない。 

2 本学は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として学生が習得

すべき単位数について、学生が 1 年間又は 1 学期に履修科目として登録することができる単位数

の上限を定める。 

3 前項の規定にかかわらず、所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、前項に定

める上限を超えて履修科目の登録を認めることがある。 

4 本条に規定するものの他、授業科目の履修方法に関して必要な事項は別に定める。 

 

（単位） 

第 17 条 授業科目の単位数は、1 単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容をもって構成するこ

とを標準とし、授業の方法に応じ教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準によ

り計算する。 

（1）講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもっ

て 1単位とする 

（2）実験及び実習については、30 時間から 45 時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもっ

て 1単位とする 

2 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単

位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して単位数を定め

ることができる。 

3 1年間に履修できる単位数の上限は、47単位とする。 

 

（学修の評価及び単位の認定） 

第 18 条 本学は、各授業科目を履修した者に対して、試験その他適切な方法により総合的に学修の成果

を評価し単位を認定する。 

 

（授業及び授業期間） 

第 19 条 授業は、講義、演習、実験、実習のいずれかにより又はこれらの併用により行う。 

2 1年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週にわたることを原則とする。 

3 各授業科目の授業は、10 週若しくは 15 週又は 30 週にわたる期間を単位として行うものとする。

ただし、教育上特別の必要があると認められる場合には、これらの期間より短い特定の期間におい

て授業を行うことができる。 

（他短期大学又は大学における授業科目の履修等） 

第 20 条 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学において履修した授業科目

について修得した単位を、7 単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により取得したも

のとみなすことができる。 

2 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合及び外国の大学又は短期大学が行

う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。 


